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研究成果の概要（和文）： 

 

「信頼感」に関する研究は社会学の根幹をなす重要なテーマであるものの、実証的裏付けがな

されないまま主に理論的視点から研究が進められてきた。本研究では７カ国（米国・日本・ロ

シア・ドイツ・チェコ・トルコ・台湾）の「信頼感」に関する全国意識調査をもとに研究を行

った。その結果、1) ２カ国（日本・台湾）を除く、５カ国でミシガン大学が開発した「信頼感」

尺度が分析に適用できること。2) 親による信頼の社会化が７カ国共通に見られないこと。3) 信

頼は互酬性の規範を７カ国共通に持たないこと。4) 信頼を形成するパーソナリティーの特徴

は、共通点があるものの各国異同であることが明らかとなった。 

 

研究成果の概要（英文）： 

Trust is an important research theme which forms one of the bases of sociology. 

Nonetheless, trust has been and continues to be treated primarily as a theoretical issue 

rather than one with empirical underpinnings. The findings of the present study, based 

on nationwide surveys among seven nations (the United States, Russia, Japan, Germany, 

the Czech Republic, Turkey and Taiwan), can be summarized as follows: 

1. Speculation about an interpersonal trust scale based on three questions as 

developed by the Institute for Social Research at the University of Michigan was validated 

for five nations, but not for Japan and Taiwan. 

2.  Parental socialization of trust (or distrust) significantly impacts later 

adult trust (or distrust) among five nations, but not in Japan or Taiwan.  

3. Trust as a norm of reciprocity was not identified as a universal phenomenon 

among the seven nations. 

4. Finally, the bases of trust, at least from a personality perspective, were 

found to vary among the seven nations, though there were some commonalities. 
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2009 年度 11,500,000 3,450,000 14,950,000 

年度    

  年度    

総 計 32,600,000 9,780,000 42,380,000 

 
 

研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：社会学・社会学 

キーワード：信頼感、国際比較研究、意識調査、グローバル化 

 
１．研究開始当初の背景 

 

「信頼」は社会学において根幹をなす重要な

研究テーマであり長い間研究の対象として

多く議論されてきた。しかし「信頼」は漠然

として測りがたいものであると捉えられ、実

証的裏付けのない理論的論争が中心となっ

て現在に至っている。そこで「信頼」を社会・

文化的要素と関連付け、その定義を多元的に

捉え実証的知見を得ることが緊急の課題と

なった。 

 

２．研究の目的 

１）「信頼感」の尺度構成 

２）「信頼感」の構造に関する基礎理論の構 

  築 

①対人関係における「信頼感」の構造の 

  解明 

  ②各国内の社会集団における「信頼感」の 

構造の解明 

   ③多様な文化・社会システムにおける「信  

頼感」の構造の解明 

 

３．研究の方法 

「信頼感」のレベルの異なる７カ国を選び、 

それぞれの国において「信頼感」に関する全

国規模の意識調査を実施し、統計分析（主に

コレスポンデンス分析）を行い、既存の調査

データと比較する。 

 

４．研究成果 

本研究では７カ国（米国・日本・ロシア・ド 

イツ・チェコ・トルコ・台湾）において、「信 

頼感に関する意識調査」のプリテストおよび

全国（約 1,500 サンプル/ロシア、約 1,000

サンプル/他の６カ国）調査を行った。調査

はランダムサンプル抽出による面接法によ

り、各国の委託調査機関が 2008年度と 2009

年度に実施し、データをコレスポンデンス分

析で分析した。 

その結果、次の点が明らかとなった。 

１）米国、ロシア、ドイツ、チェコ、そし

てトルコの５カ国においてはミシガン大学

が開発した信頼尺度が分析に適用できるこ

とが分かった。使用された質問項目は、①「た

いていの人は、他人の役にたとうとしている

と思いますか、それとも自分のことだけを考

えていると思いますか」②「他人は機会があ

れば、あなたを利用しようとしていると思い

ますか、それともそんなことはないと思いま

すか」③「あなたは、たいていの人は信頼で

きると思いますか、それとも、用心するにこ

したことはないと思いますか」である。この

尺度によると米国とドイツは信頼度の高い

国で、ロシア、トルコ、そしてチェコは信頼

度の低い国であることが分かる。しかし、日

本と台湾については、この尺度は適用できな

い。 

２）親による「信頼感」に関する社会化が

成人してからの「信頼感」につながっている
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国は米国とドイツで、親による「不信感」に

関する社会化が成人してからの「不信感」に

つながっている国はロシア、チェコ、そして

トルコで、親による「信頼感」と「不信感」

に関する社会化の影響が日本と台湾におい

ては見られなかった。質問は「子供の時（両）

親からたいていの人は信頼できる、それとも、

用心するにこしたことはないと教えられま

したか」である。 

３）「信頼感」が互酬性の規範に基づくかど 

うかについては、各国に共通性が見られな 

いことが明らかとなった。特にチェコにつ 

いては「信頼感」の互酬性は見られない。 

ロシアとトルコは「信頼感」の低い国（上 

記１））であり、この３）の結果と合わせる 

となかなか他人を信用しないが、一旦信用 

すればその度合いが強くなる傾向が読み取 

れる。質問として用いられたのは、「たいて 

いの人は他人から信頼された場合、同じよ 

うにその相手を信用するという考え方につ 

いついてあなたはどう思いますか」である。 

４）「信頼感」を形成するパーソナリティー 

の特徴は、部分的に共通点があるものの各 

国異同であることが明らかとなった。「人と 

信頼関係を築いていく上で、お互いの性格 

で重要だと思うものはなんですか」の質問 

に対して、重要と思うものの項目として挙 

げられた割合の高いものは、「人や物事に対 

して公平である」、「気さくである」、「責任 

感がある」、「寛大である」、「正直である」、 

「約束を守る」、「言行が首尾一貫している」、 

「思いやりがある」、「頼りになる」の９要 

素である。ドイツにおいては、「気さくであ 

る」と「頼りになる」こと、米国においては

「正直」であること、ロシアにおいては「言

行が首尾一貫している」と「責任感がある」

ことが上位にくる。しかし、トルコ、チェコ、 

そして台湾では際立った要素はない。また、

他国と比べ特徴的なのは日本のケースで「思

いやりがある」と「約束を守る」が上位で、

「信頼感」を形成するパーソナリティーとし

て人間関係を重視していることが分かる。 

本研究は、今後ますます進展する世界のグ

ローバル化における国際理解と国際協調に

欠くことのできない「信頼感」についての知

見を得るものである。「信頼感」に関する研

究は、これまでも社会科学の広範な分野で行

われてきたが、本研究のように文化・宗教を

異にする人々の意識構造との関連で捉えた

実証的研究は皆無であり、新たな研究の進展

に寄与すると思われる。 

今後は、さらに本調査データの分析を進め、

調査対象国の文化・宗教そして社会構造との

関連性を追究し解明していく。 
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